
令和７年度日本赤十字社中国四国各県支部合同災害救護訓練

参加報告

日 時 令和７年１１月７日（金）１１：００～

令和７年１１月９日（日）１２：００

会 場 高知県各所

参 加 日本赤十字社鳥取県支部災害医療コーディネートチーム（医師１、事務職員等３）



訓練目的
日本赤十字社第５ブロック（以下、「５B」と言う。）管内における地震発生を想定し、被災地所在県支部災害対策本部（以下、

「被災県支部」と言う。）の各種事態への迅速・適切な対処及び、本社及び５B各県支部による被災県支部の支援に係る各連絡・調
整等にかかる具体的な活動を実施し、日本赤十字社各計画の検証を行い、被災県支部災害対策本部機能及び５B各県支部による支援
体制の充実・強化を図るとともに、行政機関や他の救護団体等との連携に努め、来る災害に備える。

訓練想定
【南海トラフ地震臨時情報（警戒）】
令和７年11月7日（金）11：00
静岡沖を震源とするM8.1（深さ30ｋｍ）の地震が発生
最大震度７（東海地方）※高知県は最大震度５弱
千葉県から九州沿岸に大津波警報が発表
※５B内においては、高知県にのみ被害が発生。

【南海トラフ地震（本震）】
令和７年11月8日（土）15：30
土佐湾沖を震源とするM8.0の地震が発生
（高知県が公表している発生頻度の高い一定程度の地震・津波（L1）を想定）
最大震度７（高知県）
高知県沿岸に大津波警報が発表

（9日）
日赤救護班
・山口県支部
・愛媛県支部
・高知県支部

二次医療圏保健医療調整本部

高知県災害対策本部

避難所（４か所）

市町村災害対策本部
（保健医療部門）

DWAT（9日のみ）

医療救護所

（８日）
日赤救護班
・山口県支部
・愛媛県支部
・高知県支部

（8日）
日赤救護班
・広島県支部
・岡山県支部
・徳島県支部
・高知県支部

JRAT（9日のみ）

日赤高知県支部

高知赤十字病院

日赤CoT
（島根県支部）

日赤CoT
（香川県支部）

（９日）
日赤救護班
・広島県支部
・徳島県支部

（９日）
日赤救護班
・岡山県支部
・高知県支部

高知県赤十字
血液センター

高知県保健医療調整本部

日赤CoT
（鳥取県支部）

ジャパンハート

ジャパンハート



日本赤十字社鳥取県支部災害医療コーディネートチームの携行資機材

日本赤十字社鳥取県支部
【車 両】
通信指令車（搬送不可、にっせきとっとり1、せきじゅうじとっとり1、ワイドスターⅡ）

【通 信】
日赤業務無線「陸上移動局（基地型）：にっせきとっとり6」
日赤業務無線「陸上移動局（携帯型）：にっせきとっとり103、せきじゅうじとっとり103」
可搬型衛星電話（BGAN Hughes9202M）
Wi-Fiルーター（docomo）×1、surface×1

【電源・燃料】
蓄電池×（中:１）

【救援物資】
なし

【食 糧】
なし

鳥取赤十字病院
【通 信】

Wi-Fiルーター（docomo）×1、モバイルプリンタ×1、Let’snote×3
【医療資機材】
なし

【ロジスティックス資機材】
ホワイトボードシート一式



日本赤十字社鳥取県支部災害医療コーディネートチームの活動記録

【初 日】

07:00 東南海地震「南海トラフ地震臨時情報（警戒）」により被災地に向け出発
12:20 日赤高知県支部現地災害対策本部 到着

・日赤高知県支部災対本部から被災状況等の説明と活動指示（県保健医療福祉調整本部へのCoT派遣）
・日赤高知県支部配置CoT（島根県支部）とブリーフィング

13:22 高知県保健医療福祉調整本部 到着
・日赤高知県支部リエゾン（原Co、田村事業推進課員）と合流
・高知県内の被災情報収集（医療機関の被災状況:EMIS）、（避難所情報の状況集約：D24H）
・県庁CoTの活動要約と日赤高知県支部災対本部への依頼事項を支部CoTへ連絡

15:30 南海トラフ地震 発生
・シェイクアウト演習
・セーフティー確認と現状分析のため、日赤高知県支部帰還

19:17 宿泊地に向け出発
・高知県内が津波等により被災のため四国中央市に宿営
・四国中央市、日赤含む多くの期間が参集し市街地中心部混雑

【２日目】

07:00 宿泊地 出発
08:15 日赤高知県支部災対本部 到着

・支部災対本部、日赤高知県支部CoT、中央東保健医療福祉調整本部CoT（香川県支部）とブリーフィング

09:11 高知県保健医療福祉調整本部 到着
・日赤救護班の追加派遣調整
・METHANE情報、県保健医療福祉調整本部活動方針の収集と同情報の日赤高知県支部災対本部への発信
・現場救護所（佐喜浜保育所）への救護班派遣調整

11:30 訓練終了



日赤高知県支部災害対策本部 立上げ

・11/7（金）11:00発災「東南海地震」により、日赤高知県支部災害対策本部（第２次救護体制）を
設置する支部事務局職員

・11/7（金）11:30発令「南海トラフ地震臨時情報（警戒）」により、（第３次救護体制）を敷き、
日赤南海トラフ地震計画に準じた受援の決定を行う災害対策本部要員



日赤高知県支部災対本部に到着し、活動打合せを行う鳥取県支部CoT

• 協議の結果、高知県保健医療福祉調整本部での活動が決定

• 日赤高知県支部災害対策本部に配置の島根県支部CoTと打合せを実施

• 日赤高知県支部災害対策本部の活動方針をもって高知県保健衛生総合庁舎に向かう



高知県保健医療福祉調整本部で本部活動を実施する鳥取県支部CoT

• 多種多様な保健医療福祉チームが参集する中、赤十字のショー・ザ・フラッグ

• 鳥取県支部CoTが県庁で活動を実施するために、日赤支部リエゾン（原Co、田村事業推進課員）

による地元解説と他機関との関係構築への導入と手解きが非常に有用であり、日赤高知県支部の

他機関に対する平時からの顔の見える関係の良さを実感した



高知県保健医療福祉調整本部で本部活動を実施する鳥取県支部CoT

• 11/8（土）15:30発災の南海トラフ地震を受け、シェイクアウトを演習する保健医療福祉調整本部

• 支部災対本部、支部CoT（島根）、県庁CoT（鳥取）、二次医療圏CoT（香川）によるWeb会議

• 県庁では通信（電話回線、Web回線）の確保と情報ツール（EMIS,j-speed,d24h,sharepoint,teams...

等々）への対応に苦慮し、本番では更に多くのシステムが導入されることから、日ごろの習熟の必要

性を再認識した



高知県保健医療福祉調整本部で本部活動を実施する鳥取県支部CoT

• 南海トラフ地震発生後は、被害想定が深刻な状況（特に四国⇔本州、高知県境トンネル）となり、

日赤としても支援救護班（島根、山口、広島、東京、千葉）のアクセスが困難を極めた。また、

本震前に高知市内で活動中の救護班を優先順位的に市外に投入するにも、市外へのアクセスが深

刻で空路搬送の調整に苦慮した

• 高知県ではDMAT活動拠点本部が県庁支部（保健所）の設置となっており先進さを実感した
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